





Effects of nonverbal skills acquisition by workplace leaders  

























部下が接する短時間に用いることが想定される視線，表情，姿勢，動作の 4 チャネル 15 項








る。なお，本研究のデータ分析には，すべて統計ソフト SPSS 23.0 J for Windows（IBM
社）を用いた。





　調査対象者と分析対象者：第 1 研究で対象とした 91 名および，それを直接管理する者
（以下，上司）12 名の合計 103 名を対象とした。その内，5 組（上司 5 名，部下 36 名）を介
入群，7 組（上司 7 名，部下 55 名）を Waiting-list 群（以下，WL 群）とした。この全対象
者のうち，条件・データに不備・欠損のない介入群 18 名（上司：男性 3 名，女性 1 名，合
計 4 名／部下：男性 7 名，女性 7 名，合計 14 名），WL 群 9 名（上司：男性 2 名，女性 1
名，合計 3 名／部下：男性 2 名，女性 4 名，合計 6 名）の合計 27 名（上司：平均年齢 37.57




分け（4 チャネルを 3 回で実施）し，ひとつのセッションは，教示，モデリング，ロールプ
レイ，フィードバック，ホームワーク（以下，HW）から構成した。2018 年 4 月 13 日に介
入前調査と導入およびセッション 1 回目，4 月 20 日にセッション 2 回目，4 月 27 日にセッ



















































　②ストレス評価尺度〔『職業性ストレス簡易調査票（下光他，2000）』，3 因子 57 項目，4
件法。〕










は，前述同様 91 名の対象者うち，介入前調査のストレス評価尺度に欠損のない 61 名（男性
33 名，女性 28 名，平均年齢 31.28 歳，SD＝8.47）である。
　プログラム実施による効果を検討するために，「部下のストレス評価」および部下が評価
する「上司の非言語的スキル評定」の得点について，介入直後から介入後，介入後 4W から
介入直後，介入後 4W から介入前をそれぞれマイナスし（それぞれ，「介入直後 - 介入前」
「介入後 4W - 介入直後」「介入後 4W - 介入前」と表記），これらの変化量について，t 検定
によって群間比較した。上司が自己を評価する「非言語的スキル自己評定」については，同
様に時期ごとの得点の差について U 検定によって群間比較した。分析の結果から，「上司の







　介入群内の対象者を HW 実施高群（上司 2 名，部下 5 名，以下高群）と HW 実施低群
（上司 2 名，部下 9 名，以下低群）に分け，先述の群間比較同様の分析を実施した。その結
果，高群と低群の比較において（a）部下のストレス評価で，高群では，介入直後 - 介入前
に「自覚的な身体負担度」の減少傾向〔t（12）＝2.08, p<.10〕，および「上司からのサポート」
と「仕 事 や 生 活 の 満 足 度」の 増 加 傾 向 が 認 め ら れ〔t（12）＝2.02, p<.10；t（12）＝1.98, 
p<.10〕，介入後 4W - 介入直後に「不安感」の減少傾向が認められた〔t（12）＝2.05, p<.10〕
こと，（b）上司の非言語的スキル評定で，高群では，介入直後 - 介入前に低群に比べて
「肯定的態度」の増加傾向が認められたこと〔t（4.49）＝2.15, p<.10〕，（c）下位項目ごとで
は，高群で，介入直後 - 介入前および介入後 4W - 介入前に 「視線を合わせる」の上昇傾向
が認められ〔t（12）＝1.97, p<.10 ; t（12）＝2.16, p<.10〕，介入直後 - 介入前に「話を聴く時に落
ち着いてゆったりする」「話を聴くときに相手の顔をまっすぐ見る」が増加し〔t（12）＝3.25, 
p<.01；t（12）＝2.23, p<.05〕 「視線を逸らす」「相手をにらむ」の増加傾向が認められ〔t（12）
＝2.11, p<.10 ; t（12）＝2.05, p<.10〕，介入後 4W - 介入直後に「話を聴く時にうなずく」が低






























高群 5 -.60 (0.55) 2.08 † .40 (0.55) 1.90 a) n.s. -.20 (0.45) .42 n.s.
低群 9 .00 (0.50) -.11 (0.33) -.11 (0.33)
高群 5 1.60 (1.82) 1.71 n.s. -1.00 (1.41) 2.05 † .60 (1.82) .21 n.s.
低群 9 -.56 (2.46) .89 (1.76) .33 (2.50)
高群 5 1.20 (2.17) 2.02 † -1.00 (1.73) 1.72 n.s. .20 (0.45) 1.33 n.s.
低群 9 -.67 (1.32) .22 (0.97) -.44 (1.01)
高群 5 .40 (0.89) 1.98 † .00 (0.00) .73 a) n.s. .40 (0.89) 1.36 n.s.
低群 9 -.67 (1.00) .33 (1.00) -.33 (1.00)
高群 5 4.80 (5.85) 2.15 a) † -2.80 (3.56) 1.82 a) n.s. 2.00 (4.85) 1.19 a) n.s.
低群 9 -1.00 (1.94) .33 (1.94) -.67 (1.73)
高群 5 .80 (1.30) 1.97 † -.20 (0.84) .23 n.s. .60 (0.89) 2.16 †
低群 9 -.22 (0.67) -.11 (0.60) -.33 (0.71)
高群 5 .40 (0.89) 1.17 n.s. -.80 (0.45) 2.70 * -.40 (1.34) .64 a) n.s.
低群 9 -.33 (1.22) .33 (0.87) .00 (0.50)
高群 5 1.60 (1.14) 3.25 ** -.80 (1.30) 1.32 a) n.s. .80 (1.10) 1.37 a) n.s.
低群 9 .11 (0.60) .00 (0.50) .11 (0.33)
高群 5 1.00 (1.41) 2.23 * -.20 (0.84) 1.31 n.s. .80 (1.79) .71 a) n.s.
低群 9 -.44 (1.01) .67 (1.32) .22 (0.44)
高群 5 3.20 (2.95) 1.75 n.s. -3.40 (10.57) .68 a) n.s. -.20 (8.14) .12 n.s.
低群 9 -.44 (4.07) -.11 (3.22) -.56 (3.13)
高群 5 .60 (0.89) 2.11 † -.60 (1.95) .99 n.s. .00 (1.22) .55 n.s.
低群 9 -.44 (0.88) .11 (0.78) -.33 (1.00)
高群 5 1.00 (0.71) 2.05 † -.80 (1.92) 1.03 a) n.s. .20 (1.48) .22 n.s.
低群 9 .22 (0.67) .11 (0.60) .33 (0.87)
高群 5 -.60 (0.55) 1.91 † .20 (0.84) .05 n.s. -.40 (0.89) 1.51 n.s.
低群 9 .33 (1.00) .22 (0.67) .56 (1.24)






Mean(SD ) t値 Mean(SD ) t値
仕事や生活の満足度
上司からのサポート
肯定的態度
　話を聴く時にうなずく
　話を聴く時に落ち着いてゆったりす
　話を聴くときに相手の顔をまっすぐ
　視線を合わせる
　話を聴く時に腕組みをする
　視線を逸らす
　相手をにらむ
拒絶的態度
Table 1　HW 実施高群・低群の時期毎の変化量比較（上段：ストレス評価，下段：スキル評定）
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